
（
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分

析
・
評
価
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

と
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
に
対
応
し
た
ユ
ビ
キ

タ
ス
Ｂ
Ａ
Ｓ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
ビ
ル
の
最
適
管
理
を
実
現
す

る
。最

後
に
当
社
が
取
り
組
ん
で
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
屋

上
緑
化
」
を
ご
紹
介
す
る
。
昨
年
、

当
社
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
水
気
耕
栽

培
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
実
施

し
た
。
狙
い
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
の
緩
和
に
よ
る
地
域
環
境

の
改
善
、
空
調
負
荷
低
減
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
光
合
成
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
そ
し
て

資
産
の
有
効
活
用
な
ど
だ
。

水
気
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
肥
料

を
溶
か
し
た
水
で
栽
培
す
る
仕
組

み
で
、
土
を
使
わ
ず
ユ
ニ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
る
の
で
、
防
水
層
を
傷

め
ず
、
設
置
が
簡
単
な
上
、
軽
量

な
の
で
荷
重
の
問
題
も
な
い
。

実
験
の
結
果
、
屋
根
表
面
温
度

は
最
大
二
七
度
も
下
が
り
、
屋
上

直
下
階
の
天
井
面
は
最
大
三
・
三

度
下
が
っ
た
。
現
在
、
オ
フ
ィ
ス
、

商
業
施
設
、
学
校
な
ど
に
導
入
さ

れ
、
学
校
で
は
環
境
教
育
に
も
生

か
さ
れ
て
い
る
。

分
散
電
源
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

て
、
そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

最
適
稼
働
さ
せ
れ
ば
、
ト
ー
タ
ル

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
で
き
る
と

い
う
考
え
方
で
、
と
て
も
参
考
に

な
る
。

当
社
で
は
こ
う
し
た
戦
略
的
な

省
エ
ネ
も
含
め
て
、「
グ
リ
ー

ン
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

始
め
た
。
環
境
リ
ス
ク
を
抑
え
、

優
良
な
企
業
経
営
を
行
い
、
社
会

的
評
価
、
企
業
価
値
を
高
め
て
、

お
客
様
の
競
争
優
位
と
成
長
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。日

本
経
済
新
聞
社
の
環
境
経
営

度
指
標
ラ
ン
キ
ン
グ
（
通
信
・
サ

ー
ビ
ス
部
門
）
で
当
社
は
昨
年
度

四
位
に
な
っ
た
。
七
位
ま
で
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
が
六
社
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
お
り
、
そ
の
一
因
と

し
て
我
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
貢
献
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。

六
月
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
・
サ

ミ
ッ
ト
で
主
要
八
カ
国
首
脳
が
二

〇
五
〇
年
ま
で
の
温
暖
化
ガ
ス
半

減
目
標
の
検
討
に
合
意
し
た
。
こ

の
合
意
は
、
温
暖
化
と
人
間
活
動

の
因
果
関
係
を
め
ぐ
る
科
学
論
争

に
政
治
的
に
決
着
を
付
け
る
と
共

に
、
現
在
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ

ム
の
延
長
で
は
人
類
滅
亡
の
可
能

性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

ま
で
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
全
世
界
で
は
五
〇
％
削
減
だ

が
、
日
本
は
八
〇
―
九
〇
％
削
減

し
な
い
と
世
界
か
ら
納
得
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
は
社
会
・
経
済
シ
ス
テ

ム
の
大
変
革
が
必
要
だ
。
企
業
は

こ
れ
を
絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
時
代
に
な
っ
た
。
気
候
変
動
対

策
は
こ
こ
十
―
十
五
年
の
取
り
組

み
が
カ
ギ
を
握
る
と
い
わ
れ
る
。

従
来
の
義
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
い
っ
た
守
り
の
姿
勢
で
は
な

く
、
よ
り
果
敢
な
挑
戦
が
求
め
ら

れ
る
。

と
大
き
く
か
じ
を
切
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
企
業
と
社
会
の
関
係
も

変
容
し
て
い
る
。
世
界
の
経
済
主

体
ト
ッ
プ
１
０
０
を
見
る
と
、
企

業
（
五
十
二
社
）
が
国
家
（
四
十

八
カ
国
）を
数
で
上
回
っ
て
お
り
、

民
間
部
門
の
貢
献
に
期
待
が
高
ま

的
発
展
の
た
め
の
要
件
を
整
え
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
類
的
課
題

に
挑
戦
し
、
克
服
す
る
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
創
出
し
た
企
業
が
生
き

残
れ
る
。

こ
う
し
た
環
境
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
優
先
順
位
を
付
け

社
内
で
共
有
し
、
社
員
が
生
き
生

き
と
取
り
組
め
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
大
切
だ
。

一
九
九
二
年
の
リ
オ
宣
言
以

来
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
環
境
経
営

に
も
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
日

本
の
産
業
界
は
政
府
や
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
は
積
極
的
に

進
め
て
き
た
。
今
後
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
事
業
展
開
の
中
で
、
海
外
で

も
活
動
が
盛
ん
な
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や
市
民
と
も
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
、
階
層
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
社
会
の
構
築
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
企
業
に
は

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
目
も
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
組
織
や
組

織
人
の
信
頼
性
で
あ
る
。
よ
く
言

わ
れ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
企
業
の
社
会
的

責
任
で
は
な
く
社
会
的
信
頼
性
と

と
ら
え
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
も

う
一
つ
は
科
学
技
術
に
お
け
る
倫

理
だ
。
元
来
、
科
学
と
倫
理
は
結

び
付
い
て
い
た
が
、
産
業
革
命
以

降
、
完
全
に
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

今
、
人
類
の
生
存
を
か
け
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
倫
理
と
の
両
立
が
欠
か
せ

な
い
。
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
ど
う
提
案
し
、
そ
こ
で
役

立
つ
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
提

供
し
て
い
く
か
も
、
重
要
な
課
題

だ
。地

球
の
環
境
許
容
量
の
限
界
を

見
据
え
た
環
境
経
営
へ
の
挑
戦

が
、
企
業
経
営
者
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
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持
続
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
展
開

人
類
的
課
題
に
積
極
的
に
挑
戦
を

日
本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

中
で
建
物
関
係
が
占
め
る
割
合
は

大
き
い
。
二
〇
〇
五
年
度
で
は
新

築
工
事
七
％
、
改
修
工
事
二
％
、

建
物
運
用
三
二
％
と
、
そ
の
合
計

は
全
排
出
量
の
四
一
％
に
も
達
す

る
。建

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
企

画
設
計
、
建
設
、
運
用
、
解
体
と

大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、

事
務
所
ビ
ル
で
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
Ｃ
Ｏ
２

」（
設
計
し
て
か
ら
解
体

す
る
ま
で
に
排
出
さ
れ
る
総
量
）

を
見
る
と
、
運
用
が
七
割
も
占
め

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
設
計
時
に

環
境
対
策
を
考
慮
す
る
こ
と
や
、

運
用
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
対
策

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
に
よ

る
と
、
平
均
気
温
が
一
度
上
昇
す

る
と
最
大
三
〇
％
の
動
植
物
の
絶

滅
リ
ス
ク
が
増
大
し
、
四
度
上
昇

す
る
と
世
界
の
約
三
〇
％
の
沿
岸

湿
地
が
失
わ
れ
る
。

気
温
を
押
し
上
げ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
濃
度
は
、

産
業
革
命
以
前
は
二
八
〇
ｐ
ｐ
ｍ

だ
っ
た
が
、今
は
三
八
〇
ｐ
ｐ
ｍ
、

将
来
こ
れ
を
四
五
〇
ｐ
ｐ
ｍ
程
度

に
抑
え
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
陸
地
が

失
わ
れ
る
と
、
人
口
の
流
動
が
起

き
、
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

合
い
に
な
り
、
そ
れ
が
国
際
紛
争

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

環
境
問
題
は
政
治
、
経
済
、
技

術
、
法
律
、
農
業
な
ど
が
幅
広
く

関
連
し
、
な
お
か
つ
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
も
か
か
わ
っ

て
く
る
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
も
自
主
的

な
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
に
は
設
備

投
資
が
必
要
だ
が
、
世
界
銀
行
の

元
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ニ
コ

ラ
ス
・
ス
タ
ー
ン
氏
の
リ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
国
内
総
生
産
の
一
％

が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日

だ
結
果
、
電
気
代
を
六
百
億
円
か

ら
五
百
億
円
ま
で
下
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
研
究
所
に
エ
イ
モ
リ
ー
・
ロ

ビ
ン
ス
博
士
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
資
源
問
題
の
世
界
的
権
威
が

お
ら
れ
る
が
、
我
々
は
博
士
の
知

見
も
得
な
が
ら
新
た
な
省
エ
ネ
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

博
士
は
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
提
唱
し
て
い
る
。
電
力
会

社
の
巨
大
な
給
電
シ
ス
テ
ム
に
太

陽
光
や
風
力
、
燃
料
電
池
な
ど
の

こ
れ
ま
で
企
業
の
環
境
対
策
は

利
益
と
相
反
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
今
や
環
境
経
営
は

結
果
的
に
企
業
の
収
益
性
や
企
業

価
値
を
高
め
る
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。

は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
員

を
抱
え
、
環
境
性
能
の
優
れ
た
建

物
を
提
案
し
て
い
る
。

当
社
で
は
建
物
の
企
画
設
計
か

ら
解
体
ま
で
の
間
で
環
境
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
）」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
建
物

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
と
環

境
負
荷
、
建
物
に
期
待
し
て
い
る

効
果
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
最
適
化
を
図
る
も
の
だ
。

運
用
時
に
は
「
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

そ
の
た
め
当
社
で

は
「
グ
リ
ー
ン
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
総
合
診

断
を
中
心
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
」に
つ
い
て
説
明
す
る
。

第
一
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
重
要

な
こ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
消

費
電
力
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
情
報
通
信
関

べ
る
と
す
る
と
、
全
体
の
消
費
電

力
は
直
流
給
電
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
五
％
程
度
削
減
で
き
る
。

電
源
設
備
の
占
有
ス
ペ
ー
ス
も
四

〇
％
ほ
ど
減
ら
せ
る
。
電
気
代
一

五
％
は
年
間
二
千
万
円
以
上
に
相

当
す
る
か
ら
無
視
で
き
な
い
額
で

あ
る
。

第
二
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は

太
陽
光
発
電
が
有
力
だ
。

当
社
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
国

で
三
百
シ
ス
テ
ム
、
約
五
千
五
百

n
|
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
四
千
七
百
四
十
五
n
|
が
太
陽
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に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
だ
。

こ
う
し
た
建
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

沿
っ
た
環
境
対
策
と

し
て
企
画
設
計
段
階

で
は
、
ま
ず
「
環
境

建
築
デ
ザ
イ
ン
」
が

あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
建
物

グ
リ
ー
ン
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
制
定
す
る
と
共
に
、
産
官
学
で

開
発
さ
れ
た
建
物
の
環
境
面
か
ら

の
格
付
け
評
価「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」

（
建
築
物
総
合
環
境
評
価
シ
ス
テ

ム
）
に
基
づ
い
た
環
境
性
能
の
高

い
建
物
を
提
案
し
て
い
る
。

設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
一
九
九

七
年
に
制
定
し
、
建
物
の
長
寿
命

化
、
有
害
物
質
の
使
用
抑
制
・
撤

廃
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
な
ど
七
つ

の
環
境
配
慮
項
目
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
は
〇
一
年

か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
、
最
近
、

環
境
面
の
格
付
け
手
法
と
し
て
大

変
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
当
社
で

光
発
電
だ
。

京
都
議
定
書
に
お
け
る
温
室
効

化
ガ
ス
削
減
の
必
要
性
な
ど
か

ら
、
現
在
、
政
府
は
千
n
|
級
の

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
の
導
入
を
推

進
し
て
い
る
。
当
社
も
佐
久
市
と

高
知
県
で
共
同
利
用
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
導
入
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

そ
こ
で
は
、
太
陽
光
発
電
を
利

用
し
た
工
場
で
作
っ
た
製
品
だ
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
環
境
価
値

利
用
商
品
の
仕
組
み
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

本
な
ら
ば
五
兆
円

だ
。
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ

ス
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
改
善
も
重
要

だ
。
一
九
七
〇
年
代

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
契
機
に
鉄
鋼
業
は

生
産
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二

〇
％
を
減
ら
し
、
石
油
化
学
業
は

三
〇
％
削
減
し
た
。

当
社
も
二
十
年
ほ
ど
前
に
グ
ル

ー
プ
全
体
の
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん

企画・制作＝日本経済新聞社広告局

企
画
設
計
か
ら
解
体
ま
で
視
野

コ
ス
ト
、負
荷
、効
果
を
最
適
化

環
境
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
展
開

企
業
価
値
高
め
競
争
力
優
位
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
診
断
基
に

省
エ
ネ
、
新
エ
ネ
の
モ
デ
ル
提
案

環境対策は企業の優先課題

「地球環境と企業経営」in大阪

第
三
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

総
合
診
断
と
は
、
信
頼
性
と
経
済

性
と
環
境
適
合
性
の
最
適
化
を
目

的
と
し
た
企
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
総
合
チ
ェ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
だ
。
例
え
ば
設
備
に
つ

い
て
、
信
頼
性
や
劣
化
の
度
合
い

を
調
べ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
類
ご
と

に
日
ご
と
、
月
ご
と
の
使
用
量
を

分
析
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

こ
う
し
た
診
断
の
後
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
。
ま
ず
運
用
・
保
全
管

理
や
無
駄
遣
い
な
ど
か
ら
エ
ネ
ル

文
明
史
を
振
り
返
る
と
、
現
在

は
農
業
革
命
、産
業
革
命
に
続
く
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
革
命
の
真

っ
た
だ
中
に
あ
る
。
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
産

業
革
命
以
来
の
ワ
ン
ウ
エ
ー
型
か

ら
循
環
型
の
持
続
可
能
な
社
会
へ

っ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

ク
宣
言
で
う
た
わ
れ
た
よ
う
に
、

世
界
が
企
業
に
求
め
て
い
る
の

は
、
貧
困
撲
滅
、
生
産
・
消
費
形

態
の
変
更
、
天
然
資
源
の
基
盤
保

護
・
管
理
と
い
っ
た
社
会
の
持
続

て
経
営
資
源
を
配
分
し
て
い
く
こ

と
が
経
営
層
の
重
要
な
役
割
で
あ

る
。
最
近
で
は
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
・

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
幹
部
社
員
の
役
割
も
重
み
を

増
し
て
い
る
。
環
境
経
営
が
企
業

価
値
の
向
上
に
直
結
す
る
こ
と
を

講演Ⅲ

「
地
球
に
や
さ
し
い
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
事
業
開
発
部
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
長

長
谷
川
淳
氏

講演Ⅰ

「
地
球
環
境
と
企
業
経
営
〜
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
常
務
取
締
役
　
池
辺
裕
昭
氏

講演Ⅱ

「
経
営
面
か
ら
考
え
た
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
研
究
開
発
本
部
長
　
山
下
隆
司
氏

係
の
消
費
電
力
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
十
年
間
で
約
一
・
五
倍
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。

機
器
類
だ
け
で
な
く
、
実
は
機

器
類
か
ら
発
す
る
熱
を
冷
や
す
空

調
装
置
の
消
費
電
力
も
そ
の
七
割

ほ
ど
あ
る
。

増
大
す
る
消
費
電
力
の
節
約
に

効
果
的
な
の
が
直
流
給
電
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
な
ど
は
直
流
で

動
作
し
て
お
り
、
現
在
の
交
流
か

ら
直
流
に
給
電
方
式
を
変
え
る
だ

け
で
か
な
り
節
電
で
き
る
。

例
え
ば
千
平
方
r
規
模
に
サ
ー

バ
ー
用
ラ
ッ
ク
を
三
百
四
十
台
並

優
先
順
位
付
け
資
源
配
分

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
重
要

「地球環境と企業経営」in大阪広告企画

NTTファシリティーズへのお問い合わせはフリーダイヤル 0120-72-73-74（土日祝日を除く午前９時～午後5時）まで

ハイリゲンダム・サミット（主要国首脳会議）での合意に見られるように、地球環境問題への
危機感が世界的に高まっている。同時に、この人類共通の緊急課題に対し、環境経営の実現など
を通して企業が果たす役割へも、いっそう期待が寄せられている。そこで6月の東京開催に続き、
日経産業新聞フォーラム2007「地球環境と企業経営」（特別協賛・NTTファシリティーズ）を7月、
大阪で開催した。

ギ
ー
ロ
ス
の
原
因
を
リ
ス
ト
化

し
、
そ
れ
を
基
に
ビ
ル
や
企
業
を

丸
ご
と
チ
ェ
ッ
ク
し
、
省
エ
ネ
に

向
け
た
改
善
提
案
を
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

総
合
診
断
に
基
づ
く
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
と
共
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
が

我
々
の
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
り
、
今
後
、
企
業
価
値
向
上
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

サツマイモで覆われたビルの屋上


